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　「マイライブラリ」とは、学芸大図書館のホ

ームページにある、個人専用の窓口です。図

書館ホームページでログインすることによって、

各自の興味や利用状況に応じた情報を得るこ

とができます。�

　今号の特集では、卒業論文・修士論文作成

のための文献検索4ステップに沿って、マイライ

ブラリの機能の活用法をご案内します。�

  �情報収集 ： どんな先行研究がある？�

  �所在確認 ： どこで入手できる？�

  �入手方法確認 ： どうしたら入手できる？�

  �入手 ： 文献を手に入れたら…�

　マイライブラリを活用して、文献検索を効率

化していきましょう！�

［ 特集 ］論文執筆�
◆ マイライブラリを使って一歩進んだ文献検索へ　１～５�

◆ 自著を語る　6�

◆ 留学生の皆さんへ～「留学生コーナー」の紹介～　7�

◆ 平成19年度附属図書館所蔵資料展�

　　　　　　　　　　 　　　・講演会のお知らせ　8�

◆ Library Terms � in Korean　8

マイライブラリを使って一歩進んだ文献検索へ�

1

*研究生・新任教員等は、アカウントを図書館に届け出て
いただく必要があることがあります。ログインできない場合

はサービスカウンターにご連絡ください。�

図書館トップページから�
ログイン�

申請不要�
本学情報処理センター発行の�
アカウントがあれば、今すぐ�

利用できます。*
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①情報収集 ③入手方法確認②所在確認 ④入　手� � �

図書館には日々さまざまな図書が到着します。その新着図書の情報を、いち早く入手する方法です。

キーワードをマイライブラリに設定して新着情報を集めてみよう！

�

［マイライブラリトップ］ ［条件の追加］

①このアイコンをクリック。 ②興味のあるキーワードを
入力してこのボタンをクリック。

�

［確認］

③｢この条件を登録｣を
クリック。 完了

＊該当する資料が到着すると、マイライブラリトップに表示されます。（新着7日以内）

気になった本のデータを携帯に送って、図書館で探そう！

�

［マイライブラリトップ］ ［新着図書詳細］

①このリンクをクリックする
と新着図書一覧が出るので、
気になる図書のタイトルをク
リック。

②｢所蔵｣欄にチェックを入れ、
｢ブックマーク｣をクリックする
と、画面右上にこのアイコンが
表示されます。

�

［ブックマーク一覧］

③データを送りたい資料にチェック
を入れ、｢メール送信｣を選択します。

［メール送信］

④アドレスを入力し、｢簡
略｣｢本文に記述｣を選択し、
｢メールで送信｣をクリック
します。

完了

�

＊｢メールを送信しました｣

というメッセージが表示されます。

先行研究は図書だけじゃない！雑誌論文も探そう！

こんなときは図書を… ［図書館ホームページ］

［データベース一覧］

こんなときは雑誌論文を…

図書なら ｢出版情報｣ または
蔵書検索（学芸大OPAC）

詳しい使い方は…

TIPS for LIBRARY④
「学芸大OPACを使う」

�

・なるべく新しいものを読みたい�
・個別のテーマに絞った�
　　　　　　　 研究が読みたい�

雑誌論文（日本語・全般）なら

CiNii(サイニイ)

詳しい使い方は…

TIPS for LIBRARY⑥
「CiNiiを使う」

・1冊まるごとそのテーマで�
書かれているものを読みたい�
・入門・概論的なものが�
　　　　　　　　読みたい�

そのキーワードで、�
どのくらいの図書が�
該当するかの目安です。�
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①情報収集 ③入手方法確認②所在確認 ④入　手� � �

読みたい論文が雑誌に掲載されているものだったら、その論文の掲載号が、学芸大に所蔵されている

かを確認します。学芸大に所蔵されていなければ、他機関にあるか探してみます。

“学芸大の所蔵検索”→“他機関の所蔵検索”をスムーズに行う
［図書館ホームページ］

［学芸大OPAC結果一覧］ ［検索結果詳細］

�

カンマ（，）があったら注意！�
欠けている号がある印です。�

この例では、15巻3号が所蔵されていません。�
�

ハイフン（－）で繋がれている部分は、�
すべて所蔵しています。�

まず、学芸大にあるか調べます。
①図書館トップページの検索窓に雑誌
のタイトルを入力して検索します。図
書もヒットするので、左上の見出しか
ら「雑誌」へジャンプしましょう。

［検索結果詳細］ ［検索条件入力］ ［検索結果］

�

②所蔵巻号を確認します。 学芸大で入手できます。
所在欄のリンクをクリックして
配置場所を確認しましょう。

③「検索条件入力」を
クリックします。

④「図書」のチェックを外し、
「他機関の所蔵(WebcatPlus)」
にチェックを入れ、検索します。

［データベース一覧］ ［学芸大OPAC］

他機関に所蔵されてい
れば、論文のコピーを取
り寄せたり、訪問して利
用することができます。�
入手方法は次のページへ！�

ある�

ない�

Point

別のデータベースに移動したり、�
同じキーワードを入力しなおしたり�
しなくてもいいので簡単！�

電子ジャーナルで読めるかも？
OPACでは検索されなくても、電子ジャーナル（雑誌

の電子版）で読める場合があります。電子ジャーナル一
覧で確認してみましょう。
学芸大で購読している電子ジャーナルは、学内ネット

ワークからのみアクセス可能です。詳しい利用法は、電

子ジャーナル講習会にてご案内しています。図書館ホー

ムページで開催予定をご確認ください。

重要！論文情報の見かた
論文情報は、一般に以下の情報で構成されています。

村瀬潤. ドイツで学んだ水田土壌微生物. 化学と生物, 44 （ 9 ）, 640-644, 2006.9
著者名　 論文タイトル　　　　　　　　　　 雑誌タイトル 巻 号 ページ 年月次

Point

OPACや電子ジャーナル一覧では、論文タイトルや�
論文の著者名を入れても正確に検索できません。�

必ず雑誌タイトルで検索すること！�
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他機関にあるものは、①必要な部分のコピーを取り寄せる　②図書を借り受ける　③訪問して利用す

る　のいずれかの方法をとります。いずれも学芸大図書館を通じて手続をする必要があります。

他機関から論文のコピーを取り寄せる

�

［学芸大OPAC結果詳細 : 雑誌（WebcatPlus）］

①対象データベースに｢他機関の所蔵｣を指定して検
索したときは、詳細画面にボタンが表示されます。
論文のコピーをとりよせる場合は、｢文献複写依頼｣
をクリックします。

�前ページから続く�
［ログイン画面］

②まだログインしていない状態の
ときは、ここで認証画面が表示さ
れます。ログインしてください。

図書の場合は�
「図書借受依頼」というボタンも�
表示されます。図書の一部のコピー�
ではなく、図書自体を借りたいときに�

選んでください。�

［文書複写依頼：入力］

③欲しい論文の著者名・論文名・出版年・巻号等を記入し、
｢確認に進む｣をクリックします。
内容を確認して、｢この内容で依頼｣をクリックします。

完了

複写料金・送料がかかります。�
他機関に依頼したあとにキャンセルは�
できないので、申し込む前に、�
注意事項をよく読むこと！�

Point

Point

検索結果を流用すると�
ISSN・雑誌名等は自動的に入ります。�

＊u-gakugei.ac.jpドメインのメールアドレス

に、確認メールが送信されます。

貸出中だった！
読みたい図書が貸出中だった場合は、

｢予約｣ボタンをクリックしましょう。
予約をかけると、その図書が返却され

た際にカウンターに取り置いてもらう

ことができます。

試験期間などは、1冊に予約が集中し、

課題の資料が手に入りにくくなります。

準備はお早めに！

学芸大にある場合も、入手方法はきちんと確認。
［検索結果詳細］

所在リンクをクリックすると図書館の
フロアマップが表示されます。

他機関を訪問するには
他大学図書館等を訪問し、所蔵資料を閲
覧・複写するためには、事前の問合せと
閲覧依頼状（紹介状）が必要です。

* 訪問を希望する場合は、平日8:30-
17:00 にサービスカウンター に申し
込んでください。

* 各自が利用希望図書館に直接問合せを
行うと、先方のご迷惑になります。必ず
学芸大図書館を通じて問合せを行ってく
ださい。

* 手続きがその日のうちに完了しない場
合がほとんどです。日程に余裕をもって
申し込んでください。
さらに詳しくは…
TIPS for LIBRARY⑨

「学外の図書館を使う」



ISSN 1880-8395

5 Vol.36［No.3］� 2007. 10

①情報収集 ③入手方法確認②所在確認 ④入　手� � �

資料の到着状況をチェックする
［マイライブラリトップ］ 複写・借受・予約を申し込んだ資料が到着すると、

原則として、u-gakugei.ac.jpドメインのアドレスに
通知されますが、マイライブラリの｢お知らせ｣にも
状況が表示されます。
カウンターにお越しください。

論文作成　お役立ち参考図書
※最近刊行されたものを中心に紹介します。この他にも書架を見て歩いたり、OPACを検索して

［キーワード：「論文作法」「学習法」等］ 探してみましょう。

論文作成の基礎や手順を理解する

『これからレポート・卒論を書く若者のために』
酒井聡樹 著　共立出版　2007.5

（図書館1F開架　請求記号：816.5/SAK）

●論文の基礎から完成まで、ユニークな事例でわかりやすく
ナビゲート

『卒論を書こう テーマ探しからスタイルまで』
栩木伸明 著　三修社　2006.9

（図書館1F開架　請求記号：816.5/TOC

●論文作成の流れに沿って丁寧に解説（英語英文学系）

論文のための文献の読み方、文章の書き方を知る

『大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法』
松本茂/河野哲也 著　玉川大学出版部　2007.3

（図書館1F開架　請求記号：002/MAT）

『アカデミック・スキルズ 大学生のための知的技法入門』
佐藤望 編著　慶應義塾大学出版会　2006.10

（図書館1F開架　請求記号：377.9/KEI

●「論文を書く」ための「読む」「書く」技術を身につけた
い人に･･･

情報収集力を高める

『インターネットで文献探索　2007年版』
伊藤民雄･実践女子大学図書館 著　日本図書館協会

2006.9（図書館1F開架　請求記号：007.58/ITO）

●情報収集に役立つサイトやデータベースを多数紹介

日本語で論文を書く（留学生向け）

『大学・大学院留学生の日本語 1～4』
アカデミック・ジャパニーズ研究会 編著　アルク　2001-2002

（図書館1F留学生用　請求記号：810.7/A15）

●日本語を「読む」「書く」技術から論文の作法まで学べるテキスト

分野別に解説したものはあるの？

『中国近現代史研究のスタンダード：卒業論文を書く』
田中比呂志/飯島渉編　研文出版　2005.4

（図書館1F開架　請求記号：222.07/TAN）

※この他にも様々な分野のものがあります

『音楽の文章セミナー：プログラム・ノートから論文まで』
久保田慶一 著　音楽之友社　2006.10

（図書館1F開架　請求記号：760.7/KUB）

歴 史� 音 楽�

最後に ： 文献を入手したら・・・
入手した文献は、著作権のルールに従って適切に活用しましょう。

特にコピーや引用の方法など、事前に参考図書等を通してよく確

認しておきましょう。

到着するまでは、｢入手待ちの資料｣の�
ところに表示されます。�

文献
の探し

方オリエンテーション図書館では、�
論文作成に役立つデータベースの�

使い方などを解説する講習会を開催します。�
詳しくは附属図書館ホームページへ･･･�
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吉冨　友恭�

吉冨友恭著�

成山堂書店�

2007年4月�

�

図書館１Ｆ開架�

487.51/YOS

　情報機器が一般家庭まで普及し、手で書くことの減少に伴い、本当に美しい

手書き文字を見ることが少なくなってきました。本書は小さな頃から、毛筆による

ひらがなと伝統的な色の美しさに一緒に触れてもらうと企画したものです。「書道」

と「美術」の教員と学生がお互いに意見交換を重ね、作り上げていった類例の

少ない文字絵本です。�

　ひらがなは多くの先人たちが、恋愛や四季の美しさなどを歌いあげ、それを筆

で縦に書いていくなかで育ってきました。昨今、伝統文化の大切さが叫ばれてい

ますが、長年にわたる漢字の簡略化によって生まれたひらがなの姿には、日本人

の美意識が凝縮されているといっても過言ではありません。また、本書は美しい

配色のイラストレーションによって伝統的な色彩にも一緒に触れられるように工夫

しています。�

　本書のひらがなと伝統的ないろを通して、日本人の美意識に触れ、和やかな

時間をすごしていただけることを願っています。�

（かとう・やすひろ　芸術・スポーツ科学系准教授）�

　本書はこれまでにありそうでなかった魚の鱗（ウロコ）の専門書。ふだんは注目

されない薄い一枚の鱗にも、実に多くの物語が隠されている。鱗は私たちが気

づかない魚の様 な々情報を提供してくれる上、私たちの日常生活の思わぬところ

で役立っていたりもする。�

　本書では鱗を、その種類や構造、役割等の科学的な側面からだけでなく、言

葉や文学、料理、工芸等の様 な々側面から見ていきながら、鱗が私たちに語りか

けてくるメッセージを体系立てて聞いていくことにした。�

　実は本書が出版された後も、読者の方から「鱗ならこんなものも提供できますよ」

「これを載せて欲しかった」「鱗にまつわるこんな話もあるよ」と、知らなかった多

くの情報が寄せられている。鱗の話題は尽きることなく、まさに目から鱗の連続だ。�

　さて、この秋からマリンワールド海の中道（福岡）で、鱗を含む水生生物の「肌」

に注目した企画展「生きもの美肌コレクション～魚よ君は美しい～」が開かれるこ

とになり、その監修を担当させて頂くことになった。機会があれば是非みなさんに

も現地で実物を体験しながら鱗の魅力を再発見して頂ければと思う。�

（よしとみ・ともやす　環境教育実践施設准教授）�

『ひらがないろは』�

『魚のウロコのはなし』（ベルソーブックス027）�

加藤　泰弘�

東京学芸大学文字絵本研究会編 �

加藤泰弘, 正木賢一監修�

日本地域社会研究所�

2006年11月 �

�

図書館１Ｆ児童図書�

811.5/TOK
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　留学生の皆さんへ　～「留学生コーナー」の紹介～��

　東京学芸大学へようこそ。この秋から大学生活を始める留学生の皆さんに、図書館の１階にある「留学生コー

ナー」を紹介します。�

�ここには、皆さんが日本で学生生活を送る上で参考になる本や、日本について学ぶための外国語の本が約1,400

冊置いてあります。例えば英語や中国語、朝鮮語など様 な々言語で書かれた次の本があります。��

　　　　○日本語を学ぶための教科書�

　　　　○日本の哲学・宗教・歴史・地理・社会・教育・芸術・文学について書かれた本�

　　　　○日本での生活ガイドブック��

　また、大学のシラバスに載っている本は図書館で集めるようにしており、留学生向けの授業の教科書はこのコー

ナーにあります。�

　図書館は、皆さんにとって知識へと開かれた窓です。皆さんが日本で学生生活の第一歩を踏み出す時、「留学

生コーナー」はきっと役に立つでしょう。図書館を使っていてわからないことがあったらサービスカウンターの職員に

相談することもできます。ぜひ、図書館に来てください。�

�

An introduction to our “International Student Area”��
 Welcome to Tokyo Gakugei University! Let us introduce the “International Student Area” on the 

1st floor of the library. In this area, we hold approximately 1,400 foreign language volumes which 

will be useful for you in learning about Japan. The following types of books are available in various 

languages such as English, Chinese and Korean:���

　　　　○Japanese language textbooks�

　　　　○Books about Japanese philosophy, religion, history, geography, society, education, arts 　

　　　　　and literature�

　　　　○Guide-books for daily life in Japan���

 We also collect books that are listed in your course syllabuses. Books for the Short-term program 

in English (ISEP) are also found in this area. �

��

 Our library is your gateway to knowledge. We believe that the books in the “International 

Student Area” will be helpful for your “first steps” of your student life in Japan. Please feel free 

to consult the library staff at the service counter if you have any questions. We look forward to 

seeing you in our library!

案内図１階(floor plan, 1st f loor)

Service counter

International Student Area

Entrance

とう きょう がく   げい  だい   がく� あき� だい   がく   せい  かつ� はじ� りゅう  がく  せい� みな� と    しょ   かん� かい� りゅう がく  せい�
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Library Terms q in Korean

平成19年度附属図書館所蔵�
　資料展・講演会のお知らせ�

再生紙70％を使用しています�

●URL http://library.u-gakugei.ac.jp/　●携帯版URL http://library.u-gakugei.ac.jp/i/

［ 編集発行］東京学芸大学附属図書館�

〒184-8501 東京都小金井市貫井北町4-1-1 　TEL 042-329-7223 / FAX 042-329-7226 �

�

 ［表紙・キャラクターデザイン］美術・書道講座　正木賢一�

「絵双六でめぐる“旅”―東海道五十三駅―」�
�

期　間：　 平成19年11月1日（木）～11月6日（火）   �

　　　 　 平日　午前9時～午後5時（最終日は午後4時まで）�

　　　 　 土･日･祝日　午前11時～午後5時�

会　場：　 附属図書館1階�

内　容：  絵双六シリーズの3回目として、江戸・明治期から広く庶民に親しまれてきた「道中

　　　　 双六」をとりあげ、典型的な東海道五十三駅ものを中心に、時代とともに変容する

　　　　“旅”の数 を々紹介します。道中双六を様々な主題で自由自在に展開してきた庶

　　　　 民の遊び心や、それを育んできた文化の層の厚みと広がりが体感できるよう、関連

　　　　 する往来物、木版画、地図及びその他の資料も併せて展示するほか、画像による

　　　　  紹介や体験コーナーも用意しています。�

講演会：　「道中双六を読む －東海道の名所・名物をめぐって－」�

　　　 　 講師　嶋中道則教授（本学日本語･日本文学研究講座）�

　　　 　 日時　平成19年11月2日（金）14：00～15：30�

　　　 　 会場　附属図書館3階AVホール�

展示・講演ともに無料（事前申込不要）�

URL：　https://library.u-gakugei.ac.jp/lbhome/tenjikai/tenjikai.html�

　　　　　　　（昨年までの所蔵資料展・講演についても掲載しています）�

ご じゅうさ ん つ ぎ �

どうちゅう�

すごろく�


